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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部から入力された映像データに基づく映像を表示する表示手段と、
　データを高速に読み出し可能な揮発性メモリからなり、上記表示手段により上記映像デ
ータに基づく映像が表示されるのと同時並行に、外部から入力された当該映像データを順
次更新しながら一時記憶する第１の記憶手段と、
　データを高速に書き込み可能で上記第１の記憶手段よりも書込み可能回数が少ない不揮
発性メモリからなり、上記第１の記憶手段から上記映像データが読み出された場合に、読
み出された当該映像データを記憶する第２の記憶手段と、
　上記第１の記憶手段に一時記憶された上記映像データに基づく映像の表示の開始を示す
所定の第１の外部操作に応じ、上記第１の記憶手段への上記映像データの一時記憶を中止
して、当該第１の記憶手段に一時記憶された上記映像データを読み出して上記第２の記憶
手段に書き込んで記憶させると共に、上記第１の記憶手段からの上記映像データの読み出
しが完了すると、外部から入力された上記映像データを順次更新しながら一時記憶するこ
とを再開させる制御手段と、
　上記制御手段により上記第２の記憶手段から読み出された上記映像データに基づく映像
を上記表示手段に表示させる表示制御手段と
　を具え、
　上記制御手段は、
　上記第２の記憶手段に記憶された上記映像データに基づく映像を表示させる所定の第２
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の外部操作に応じ、上記第２の記憶手段に記憶した上記映像データを読み出す
　ことを特徴とする映像表示装置。
【請求項２】
　上記第２の記憶手段は着脱可能な不揮発性の外部メモリにより構成され、装着された上
記外部メモリに関する各種情報が上記表示手段に表示される
　ことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項３】
　上記各種情報には、少なくとも上記映像データを記憶することができる上記外部メモリ
の記憶残量、若しくは、上記第２の外部操作に応じて上記外部メモリから読み出される上
記映像データの読み出し位置に対応する情報が含まれている
　ことを特徴とする請求項２に記載の映像表示装置。
【請求項４】
　上記制御手段は、
　上記第１の記憶手段に一時記憶された上記映像データを、所定の著作権保護方式に準拠
した通信方式で上記外部メモリに送信し、及び又は上記著作権保護方式に準拠したフォー
マットで上記外部メモリに書き込んで記憶させる
　ことを特徴とする請求項２に記載の映像表示装置。
【請求項５】
　上記制御手段は、
　上記映像データを、所定の圧縮フォーマットにより圧縮して上記第１の記憶手段に一時
記憶または上記第２の記憶手段に記憶する
　ことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項６】
　上記制御手段は、
　上記第１の外部操作としてのポーズボタンの押圧操作に応じて、当該ポーズボタンの押
圧操作が行われたときの１フレーム分の映像データを上記第１の記憶手段から読み出し、
　上記表示制御手段は、
　上記制御手段により読み出された１フレーム分の映像データを少なくとも上記表示手段
に表示させる
　ことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項７】
　上記制御手段は、
　上記第１の外部操作に応じて、上記第１の記憶手段に一時記憶された上記映像データを
上記第２の記憶手段に書き込んで記憶させる間、上記第１の外部操作に対する応答を禁止
する
　ことを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
【請求項８】
　上記第２の外部操作として、複数のボタンのそれぞれへの押圧操作があり、
　上記制御手段は、
　上記複数のボタンのそれぞれへの押圧操作に応じて、上記第２の記憶手段に記憶した当
該映像データを読み出す
　ことを特徴とする請求項７に記載の映像表示装置。
【請求項９】
　外部から入力された映像データに基づく映像を表示する第１のステップと、
　上記映像データに基づく映像を表示するのと同時並行に、データを高速に読み出し可能
な揮発性メモリからなる第１の記憶手段に対し、外部から入力された上記映像データを順
次更新しながら一時記憶する第２のステップと、
　上記第１の記憶手段に一時記憶された上記映像データに基づく映像の表示の開始を示す
所定の第１の外部操作に応じ、上記第１の記憶手段への上記映像データの一時記憶を中止
して当該第１の記憶手段に一時記憶された上記映像データを読み出すと共に、データを高
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速に書き込み可能で上記第１の記憶手段よりも書込み可能回数が少ない不揮発性メモリか
らなる上記第２の記憶手段に対し、上記第１の記憶手段から読出した上記映像データを書
き込んで記憶させる第３のステップと、
　上記第１の記憶手段からの上記映像データの読み出しが完了すると、当該第１の記憶手
段に対し、外部から入力された上記映像データを順次更新しながら一時記憶することを再
開する第４のステップと、
　上記第２の記憶手段に記憶された上記映像データに基づく映像を表示させる所定の第２
の外部操作に応じ、上記第２の記憶手段に記憶した上記映像データを読み出す第５のステ
ップと、
　上記第２の記憶手段から読み出した上記映像データに基づく映像を表示する第６のステ
ップと
　を具えることを特徴とする映像表示方法。
【請求項１０】
　上記第１のステップでは、
　上記映像データを、所定の圧縮フォーマットにより圧縮して第１の記憶手段に一時記憶
する
　ことを特徴とする請求項９に記載の映像表示方法。
【請求項１１】
　上記第２のステップでは、
　記憶した上記映像データを、所定の著作権保護方式に準拠した通信方式で上記第２の記
憶手段に送信し、及び又は上記著作権保護方式に準拠したフォーマットで上記第２の記憶
手段に書き込んで記憶させる
　ことを特徴とする請求項９に記載の映像表示方法。
【請求項１２】
　上記第３のステップでは、
　上記第２の記憶手段に書き込まれた上記映像データを、上記第２の外部操作としての複
数のボタンのそれぞれへの押圧操作に応じて読み出す
　ことを特徴とする請求項９に記載の映像表示方法。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、映像表示装置及び方法に関し、例えばテレビジョン受像機に適用して好適なも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
近年、テレビジョン受像機として、ユーザが視聴しているチャンネルの映像データを圧縮
符号化して内蔵メモリに順次蓄える一方、ユーザからの再生指示に応じて当該映像データ
を内蔵メモリから読み出し、復号してモニタ表示し得るようになされたものが提案されて
いる（例えば特許文献１参照）。
【０００３】
これによりこの種のテレビジョン受像機においては、テレビジョン放送の視聴時に見逃し
たシーンや、気に入ったシーンを少し前に遡って視聴することができるようになされてい
る。なお、以下においては、このようにリアルタイムで表示される映像の時間的に前の映
像を表示することをリプレイ表示と呼ぶものとする。
【０００４】
【特許文献１】
特開平８－２３７５９２号公報
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、かかる従来のテレビジョン受像機は、内蔵メモリに蓄積された映像データ
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に基づく例えば十秒程度の映像をリプレイ表示するだけで、かかる映像データを蓄積して
好みのシーンのアーカイブを構築したり、外部に取り出すことができない問題があった。
【０００６】
またかかるテレビジョン受像機においては、内蔵メモリに蓄積された映像データに基づく
例えば十秒程度の映像を単にリプレイ表示するだけで、当該十秒程度の映像の中からさら
にユーザが所望するシーンを自在に検索することはできない問題があった。
【０００７】
従って、このようなリプレイ機能を有するテレビジョン受像機において、ユーザの所望す
るシーンのアーカイブを構築したり、当該構築したアーカイブのデータを外部に取り出せ
たり、又はリプレイ表示される映像の中からユーザが所望するシーンを自在に検索するこ
とができれば、その機能性を格段的に向上させ得るものと考えられる。
【０００８】
本発明は以上の点を考慮してなされたもので、機能性を格段的に向上させ得る映像表示装
置及び方法を提案しようとするものである。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　かかる課題を解決するため本発明においては、映像表示装置において、外部から入力さ
れた映像データに基づく映像を表示する表示手段と、データを高速に読み出し可能な揮発
性メモリからなり、表示手段により映像データに基づく映像が表示されるのと同時並行に
、外部から入力された当該映像データを順次更新しながら一時記憶する第１の記憶手段と
、データを高速に書き込み可能で第１の記憶手段よりも書込み可能回数が少ない不揮発性
メモリからなり、第１の記憶手段から映像データが読み出された場合に、読み出された当
該映像データを記憶する第２の記憶手段と、第１の記憶手段に一時記憶された映像データ
に基づく映像の表示の開始を示す所定の第１の外部操作に応じ、第１の記憶手段への映像
データの一時記憶を中止して、当該第１の記憶手段に一時記憶された映像データを読み出
して第２の記憶手段に書き込んで記憶させると共に、第１の記憶手段からの映像データの
読み出しが完了すると、外部から入力された映像データを順次更新しながら一時記憶する
ことを再開させる制御手段と、制御手段により第２の記憶手段から読み出された映像デー
タに基づく映像を表示手段に表示させる表示制御手段とを設け、制御手段は、第２の記憶
手段に記憶された映像データに基づく映像を表示させる所定の第２の外部操作に応じ、第
２の記憶手段に記憶した映像データを読み出すようにした。
【００１０】
　したがってこの映像表示装置では、外部から入力された映像データに基づく映像を表示
しながら、第１の記憶手段に一時記憶した映像データをユーザに提供するとき、映像デー
タを第１の記憶手段から第２の記憶手段に高速転送してからこの第２の記憶手段に記憶し
ている映像データをユーザに提供することで、映像データを高速転送するのに要する僅か
な時間を除いて、外部から入力された映像データをこの第１の記憶手段に一時記憶させ続
けることができると共に、第１の外部操作が行われたときにのみ第２の記憶手段に対して
映像データを記憶することで、外部から入力された映像データを第２の記憶手段に直接書
き込んで記憶させる場合に比してこの第２の記憶手段への書き込み回数を大幅に低減する
ことができ、その結果、一時記憶用の記憶手段をわざわざ複数設けて同じ映像データをそ
れぞれに一時記憶させるような複雑な構成にしたり、第２の記憶手段に対して外部から入
力された映像データを直接記憶させて第２の記憶手段の信頼性を低下させたりといったこ
となく、第２の記憶手段から読み出した映像データに基づく映像をユーザに表示させてい
る間に外部から新たに入力された映像データを第１の記憶手段に一時記憶して後にユーザ
に提供することができると共に、第２の記憶手段に記憶している映像データの中からユー
ザが所望する部分を容易に提供することができ、結果として映像データに基づく映像の視
聴の機会を極力逃さないようにしながら、映像データに基づく映像の再生、検索、編集及
び保存の機会を提供することができる。
【００１１】
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　また本発明においては、映像表示方法において、外部から入力された映像データに基づ
く映像を表示する第１のステップと、映像データに基づく映像を表示するのと同時並行に
、データを高速に読み出し可能な揮発性メモリからなる第１の記憶手段に対し、外部から
入力された映像データを順次更新しながら一時記憶する第２のステップと、第１の記憶手
段に一時記憶された映像データに基づく映像の表示の開始を示す所定の第１の外部操作に
応じ、第１の記憶手段への映像データの一時記憶を中止して当該第１の記憶手段に一時記
憶された映像データを読み出すと共に、データを高速に書き込み可能で第１の記憶手段よ
りも書込み可能回数が少ない不揮発性メモリからなる第２の記憶手段に対し、第１の記憶
手段から読出した映像データを書き込んで記憶させる第３のステップと、第１の記憶手段
からの映像データの読み出しが完了すると、当該第１の記憶手段に対し、外部から入力さ
れた映像データを順次更新しながら一時記憶することを再開する第４のステップと、第２
の記憶手段に記憶された映像データに基づく映像を表示させる所定の第２の外部操作に応
じ、第２の記憶手段に記憶した映像データを読み出す第５のステップと、第２の記憶手段
から読み出した映像データに基づく映像を表示する第６のステップとを設けるようにした
。
【００１２】
　したがってこの映像表示方法によれば、外部から入力された映像データに基づく映像を
表示しながら、第１の記憶手段に一時記憶した映像データをユーザに提供するとき、映像
データを第１の記憶手段から第２の記憶手段に高速転送してからこの第２の記憶手段に記
憶している映像データをユーザに提供することで、映像データを高速転送するのに要する
僅かな時間を除いて、外部から入力された映像データをこの第１の記憶手段に一時記憶さ
せ続けることができると共に、第１の外部操作が行われたときにのみ第２の記憶手段に対
して映像データを記憶することで、外部から入力された映像データを第２の記憶手段に直
接書き込んで記憶させる場合に比してこの第２の記憶手段の書き込み回数を大幅に低減す
ることができ、その結果、一時記憶用の記憶手段をわざわざ複数設けて同じ映像データを
それぞれに一時記憶させるような複雑な構成にしたり、第２の記憶手段に対して外部から
入力された映像データを直接記憶させて第２の記憶手段の信頼性を低下させたりといった
ことなく、第２の記憶手段から読み出した映像データに基づく映像をユーザに表示させて
いる間に外部から新たに入力された映像データを第１の記憶手段に一時記憶して後にユー
ザに提供することができると共に、第２の記憶手段に記憶している映像データの中からユ
ーザが所望する部分を容易に提供することができ、結果として映像データに基づく映像の
視聴の機会を極力逃さないようにしながら、映像データに基づく映像の再生、検索、編集
及び保存の機会を提供することができる。
【００１３】
【発明の実施の形態】
以下図面について、本発明の一実施の形態を詳述する。
【００１４】
（１）本実施の形態によるテレビジョン受像機の構成
図１において、１は全体として本実施の形態によるテレビジョン受像機を示し、ユーザ操
作によりリモートコントローラ２から出力される赤外線信号Ｓ１をリモコン受光部３にお
いて受光し、当該受光結果に基づきリモコン受光部３から出力される入力受信信号Ｓ２に
応じてマイクロコンピュータ構成の制御部４が各種制御を行うことにより、指定されたチ
ャンネルの映像音声を表示及び出力等し得るようになされている。
【００１５】
実際上、このテレビジョン受像機１の場合、ディジタル放送用の第１のアンテナ（図示せ
ず）を介して受信したＢＳ（Broadcasting Satellite）放送、ＣＳ（Communication Sate
llite）放送又はディジタル地上波放送のディジタルテレビジョン放送信号をディジタル
チューナ部５に入力する。
【００１６】
ディジタルチューナ部５は、制御部４の制御のもとに、供給される各チャンネルのディジ
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タルテレビジョン放送信号Ｓ３の中からユーザにより指定されたチャンネルのディジタル
テレビジョン放送信号Ｓ３を選択し、これをビデオブロック６のデスクランブル回路７に
送出する。
【００１７】
デスクランブル回路７は、供給されるディジタルテレビジョン放送信号Ｓ３に対して所定
のデスクランブル処理を施すことにより当該ディジタルテレビジョン放送信号Ｓ３の暗号
を解除し、かくして得られたデスクランブルテレビジョン放送信号Ｓ４をデマルチプレク
サ回路８に送出する。
【００１８】
　デマルチプレクサ回路８は、供給されるデスクランブルテレビジョン放送信号Ｓ４を符
号化映像データＤ１、音声符号化データＤ２及びサービスデータＤ３に分離し、符号化映
像データＤ１をビデオデコーダ回路９に送出すると共に、符号化音声データＤ２をオーデ
ィオブロック１６のオーディオデコーダ回路１７に送出し、サービスデータＤ３をバス１
０を介してビデオブロック６全体の動作制御を司るＭＰＵ（Micro Processor Unit）１１
に送出する。
【００１９】
ビデオデコーダ回路９は、ＭＰＵ１１の制御のもとに、供給される映像符号化データＤ１
に対して例えばＭＰＥＧ（Moving Picture Experts Group）復号化処理等の所定の復号化
処理を施し、かくして得られた復号された例えばＩＴＵ（International Telecommunicat
ion Union）－Ｒ６５６フォーマットの映像データＤ４を信号処理回路１２に送出する。
【００２０】
信号処理回路１２は、ビデオデコーダ回路９から与えられる映像データＤ４及び後述のよ
うにアナログ／ディジタル変換回路２１から与えられる映像データＤ８のうち、ユーザに
より指定されたチャンネルの映像データＤ４、Ｄ８に対する画像フォーマット変換処理（
例えば1920×1080の画素数の映像データから720×480の画素数の映像データへの変換処理
）や、後述のようなＰｉｎＰ（Picture in Picture）画面の作成処理等の所定の信号処理
を実行し、かくして得られた信号処理映像データＤ５をグラフィック回路１３に送出する
。
【００２１】
グラフィック回路１３は、ＭＰＵ１１の制御のもとに、ＥＰＧ（Electronic Program Gui
de）や各種メニュー等のグラフィックを発生させると共に、当該発生させたグラフィック
のデータを信号処理映像データＤ５に重畳し、これをグラフィック重畳映像データＤ６と
してＣＲＴ（Cathode-Ray Tube）ドライバ１４に送出する。
【００２２】
ＣＲＴドライバ１４は、制御部４の制御のもとに、供給されるグラフィック重畳映像デー
タＤ６をＲＧＢフォーマットに変換する変換処理や、当該グラフィック重畳映像データＤ
６をアナログ信号に変換するディジタル／アナログ変換処理等の所定の信号処理を施し、
かくして得られたアナログ映像信号Ｓ５をディスプレイ１５に送出する。これによりこの
アナログ映像信号Ｓ５に基づく映像がディスプレイ１５に表示される。
【００２３】
またオーディオデコーダ回路１７は、デマルチプレクサ回路８から与えられる音声符号化
データＤ２及び後述のようにアナログ／ディジタル変換回路２１から与えられる音声デー
タＤ９のうち、ユーザにより指定されたチャンネルの音声符号化データＤ２又は音声デー
タＤ９を選択する。
【００２４】
そしてオーディオデコーダ回路１７は、デマルチプレクサ回路８からの音声符号化データ
Ｄ２を選択したときには、当該音声符号化データＤ２に対して例えばＰＣＭ（Pulse Code
 Modulation）復号化処理等の所定の復号化処理を施し、かくして得られた復号されたＰ
ＣＭフォーマットの音声データを選択音声データＤ７としてディジタル／アナログ変換回
路１８に送出する。またオーディオデコーダ回路１０は、アナログ／ディジタル変換回路
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から与えられる音声データを選択したときには、これをそのまま選択音声データＤ７とし
てディジタル／アナログ変換回路１７に送出する。
【００２５】
ディジタル／アナログ変換回路１７は、供給される選択音声データＤ７をディジタル／ア
ナログ変換処理を施し、かくして得られたアナログ音声信号Ｓ６をスピーカ１９に送出す
る。これによりこのアナログ音声信号Ｓ６に基づく音声がスピーカ１９から出力される。
【００２６】
他方、テレビジョン受像機１は、アナログ地上波によるテレビジョン放送を受信するため
のアナログチューナ部２０をも有しており、アナログ地上波放送用の第２のアンテナ（図
示せず）を介して受信した各アナログテレビジョン放送信号Ｓ１０を当該アナログチュー
ナ部２０に入力する。
【００２７】
アナログチューナ部２０は、制御部４の制御のもとに、供給される各チャンネルのアナロ
グテレビジョン放送信号Ｓ１０の中からユーザにより指定されたチャンネルのアナログテ
レビジョン放送信号Ｓ１０を選択し、これをアナログ／ディジタル変換回路２１に送出す
る。
【００２８】
アナログ／ディジタル変換回路２１は、供給されるアナログテレビジョン放送信号Ｓ１０
をディジタル変換し、かくして得られた映像データＤ８をビデオブロック６の信号処理回
路１２に送出すると共に、音声データＤ９をオーディオブロック１６のオーディオデコー
ダ回路１７に送出する。
【００２９】
この結果、ユーザによりそのチャンネルが指定されていた場合には、制御部４の制御のも
とに、信号処理回路１２においてこの映像データＤ８が選択されて、上述のように当該映
像データＤ８に基づく映像がディスプレイ１５に表示される一方、オーディオデコーダ回
路１７においてこの音声データＤ９が選択されて、上述のように当該音声データＤ９に基
づく音声がスピーカ１９から出力される。
【００３０】
このようにしてこのテレビジョン受像機においては、ユーザにより指定されたＢＳ放送、
ＣＳ放送若しくはディジタル地上波放送の映像音声や、アナログ地上波放送の映像音声を
ディスプレイ１５に表示し、又はスピーカ１９から出力し得るようになされている。
【００３１】
かかる構成に加えこのテレビジョン受像機１の場合、図２（Ａ）に示すように、ユーザが
テレビジョン放送を視聴中にリモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押圧操作する
ことにより、その瞬間の静止画を子画面３２で表示させることができ、さらにこの状態で
リモートコントローラ２の「早送り」ボタン、「早戻し」ボタン、「コマ送り」ボタン又
は「コマ戻し」ボタン等を押圧操作することにより、子画面３２に表示された映像を、図
２（Ｂ）及び（Ｃ）に示すように、「ポーズ」ボタンが押圧操作された瞬間からその数分
～数十分前までの範囲内において、自在に早戻し再生、早送り再生、コマ送り再生又はコ
マ戻し再生等のトリックプレイを行わせる機能（以下、これをトリックプレイ表示機能と
呼ぶ）が搭載されている。
【００３２】
実際上このテレビジョン受像機１の場合、かかるトリックプレイを行い得るようにするた
めの手段として、図３に示すように、例えば128〔Mbit〕程度の記憶容量を有する８つの
ＳＤＲＡＭ（Synchronous Dynamic ＲＡＭ）４１Ａ～４１Ｈと、例えばメモリスティック
（ソニー株式会社　登録商標）等の可搬型の外部メモリ４２を着脱自在に装填するための
スロット４３とを有するタイムシフトモジュール部４０が設けられている。
【００３３】
そしてこのタイムシフトモジュール部４０には、図２に示すように、そのときユーザが視
聴しているテレビジョン放送のチャンネル（以下、これをユーザ視聴チャンネルと呼ぶ）
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の映像データＤ１０（映像データＤ４又は映像データＤ８）及び音声データＤ１１（音声
データＤ２又は音声データＤ９）がそれぞれビデオブロック６の信号処理回路１２又はオ
ーディオブロック１６のオーディオデコーダ回路１７から与えられる。
【００３４】
タイムシフトモジュール部４０は、供給される例えばＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマットの映
像データＤ１０をセレクタ４４を介してＤＶ（Digital Video）コーディク部４５に入力
する一方、供給される例えばＰＣＭフォーマットの音声データＤ１１をＤＶコーディク部
４５に入力し、これらをＤＶ（Digital Video）フォーマットに変換する。そしてＤＶコ
ーディク部４５は、このようにして得られたＤＶフォーマットのＤＶ映像データＤ１２及
びＤＶ音声データＤ１３をメモリコントローラ４６に与える。
【００３５】
またメモリコントローラ４６は、ＤＶコーディク部４５から与えられるＤＶ映像データＤ
１２及びＤＶ音声データＤ１３を、８つのＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈの各記憶領域を１つ
の一連の記憶領域として、当該記憶領域に循環的にオーバーライトしながら順次書き込む
。
【００３６】
このようにしてタイムシフトモジュール部４０は、ユーザ視聴チャンネルにおけるその瞬
間から直前の数分～数十分分のＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３をこれら
８つのＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈにおいてリアルタイムで順次更新しながら一時記憶する
ように保持する。
【００３７】
一方、ユーザが所望のチャンネルを視聴中にリモートコントローラ２のポーズボタンを押
圧操作すると、これに応じた入力受信信号Ｓ２がリモコン受光部３（図１）から制御部４
に与えられ、当該入力受信信号Ｓ２に基づくコマンドが制御部４からメモリコントローラ
４６に与えられる。
【００３８】
メモリコントローラ４６は、このコマンドが与えられると、ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈへ
のＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３の書き込みを中止し、このときＳＤＲ
ＡＭ４１Ａ～４１Ｈに保持されているＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３の
うち、ユーザがリモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押圧操作した瞬間のユーザ
視聴チャンネルのフレームのＤＶ映像データＤ１２である、最後にＳＤＲＡＭ４１Ａ～４
１Ｈに書き込まれた１フレーム分のＤＶ映像データＤ１２を読み出し、これをＤＶコーデ
ィク部４５に送出する。
【００３９】
このときＤＶコーディク部４５は、この１フレーム分のＤＶ映像データＤ１２をデコード
することによりＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマットの映像データＤ１４を得、これをセレクタ
４４を介して信号処理回路１２（図１）に送出する。
【００４０】
また信号処理回路１２は、ＤＶコーディク部４５から１フレーム分のＤＶ映像データＤ１
２が与えられると、ユーザ視聴チャンネルの映像データＤ１０に基づく映像を親画面３１
（図２）とし、当該ＤＶコーディク部４５からの１フレーム分の映像データＤ１４に基づ
く映像（静止画像）を子画面３２（図２）とする映像画面の映像データを生成し、これを
信号処理映像データＤ５としてグラフィック回路１３に送出する。
【００４１】
この結果この信号処理映像データＤ５に基づいて、例えば図２（Ａ）に示すように、ユー
ザ視聴チャンネルの映像がリアルタイムで表示された親画面３１の右上部に、ユーザがリ
モートコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押圧操作した瞬間のユーザ視聴チャンネルの
静止画像が子画面３２として表示されてなるＰｉｎＰ画面３０がディスプレイ１５に表示
される。
【００４２】
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またこれと並行して、メモリコントローラ４６は、ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに格納され
ていた全てのＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を順次読み出し、これをＩ
ＥＥＥ（Institute of Electrical and Electronics Engineers）１３９４インターフェ
ース部４７に送出する。
【００４３】
このときＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７は、ＩＥＥＥ１３９４シリアルバス４
８を介して外部メモリモジュール部４９のＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０と接
続されており、メモリコントローラ４６から与えられるＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音
声データＤ１３をこれらＩＥＥＥ１３９４シリアルバス４８及びＩＥＥＥ１３９４インタ
ーフェース部５０を順次介して外部メモリモジュール部４９の読書き制御部５１に送出す
る。
【００４４】
そして読書き制御部５１は、このメモリコントローラ４６から与えられるＤＶ映像データ
Ｄ１２及びＤＶ音声データＤ１３を、そのときスロット４３に装填された外部メモリ４２
に格納する。
【００４５】
このようにしてタイムシフトモジュール部４０は、ユーザによりリモートコントローラ２
の「ポーズ」ボタンが押圧操作されたときに、それまで順次更新しながらＳＤＲＡＭ４１
Ａ～４１Ｈに保持していたＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を外部メモリ
４２に記録する。
【００４６】
一方、この状態においてユーザがリモートコントローラ２の「早送り」ボタン、「早戻し
」ボタン、「スロー再生」ボタン、「逆スロー再生」ボタン、「１倍速再生」ボタン、「
１倍速逆再生」ボタン、「コマ送り」ボタン又は「コマ戻し」ボタンを押圧操作すると、
これに応じた入力受信信号Ｓ２がリモコン受光部３（図１）から制御部４に与えられ、当
該入力受信信号Ｓ２に基づくコマンドが制御部４からタイムシフトモジュール部４０の読
書き制御部５１に与えられる。
【００４７】
このとき読書き制御部５１は、このコマンドに応じた読出しモードでＤＶ映像データＤ１
２及びＤＶ音声データＤ１３を外部メモリ４２から読み出し、これをＩＥＥＥ１３９４イ
ンターフェース部５０に送出する。
【００４８】
具体的には、読書き制御部５１は、例えばリモートコントローラ２の「早送り」ボタン又
は「早戻し」ボタンの押圧操作に応じたコマンドが与えられた場合には、例えば時系列的
に前方向又は後方向の数フレームおきの各フレームのＤＶ映像データＤ１２及びこれに対
応するＤＶ音声データＤ１３を外部メモリ４２から順次読み出し、リモートコントローラ
２の「スロー再生」ボタン又は「逆スロー再生」ボタンの押圧操作に応じたコマンドが与
えられた場合には、時系列的に前方向又は後方向の各フレームのＤＶ映像データＤ１２及
びこれに対応するＤＶ音声データＤ１３をそれぞれ数回ずつ繰り返し外部メモリ４２から
順次読み出して、これをＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０に送出する。
【００４９】
また読書き制御部５１は、リモートコントローラ２の「１倍速再生」ボタン又は「１倍速
逆再生」ボタンの押圧操作に応じたコマンドが与えられた場合には、時系列的に前方向又
は後方向の各フレームのＤＶ映像データＤ１２及びこれに対応するＤＶ音声データＤ１３
を外部メモリ４２から順次読み出し、リモートコントローラ２の「コマ送り」ボタン又は
「コマ戻し」ボタンの押圧操作に応じたコマンドが与えられた場合には、時系列的に前方
向又は後方向の１フレーム分のみのＤＶ映像データＤ１２及びこれに対応するＤＶ音声デ
ータＤ１３を外部メモリ４２から繰り返し読み出して、これをＩＥＥＥ１３９４インター
フェース部５０に送出する。
【００５０】
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かくしてこの外部メモリ４２から読み出されたＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データ
Ｄ１３がこの後ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０、ＩＥＥＥ１３９４シリアルバ
ス４８及びＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７を順次介してＤＶコーディク部４５
に与えられ、当該ＤＶコーディク部４５においてＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマットの映像デ
ータＤ１４及びＰＣＭフォーマットの音声データＤ１５に変換される。
【００５１】
そしてＤＶコーディク部４５は、このようにして得られたＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマット
の映像データＤ１４をセレクタ４４を介して信号処理回路１２（図１）に送出する一方、
ＰＣＭフォーマットの音声データＤ１５をオーディオデコーダ回路１７（図１）に送出す
る。
【００５２】
このとき信号処理回路１２は、ユーザ視聴チャンネルの映像データＤ１０に基づく映像を
親画面３１（図３）とし、タイムシフトモジュール部４０から与えられる映像データＤ１
４に基づく映像を子画面３２（図３）とするＰｉｎＰ画面３０の映像データを順次生成し
、これを信号処理映像データＤ５としてグラフィック回路１３に送出する。
【００５３】
この結果、図２（Ａ）について上述したＰｉｎＰ画面３０における子画面３２内の映像が
ユーザによるリモートコントローラ２の「早送り」ボタン、「早戻し」ボタン、「コマ送
り」ボタン又は「コマ戻し」ボタン等の押圧操作に応じて図２（Ｂ）及び（Ｃ）のように
早送り再生、早戻し再生、コマ送り再生又はコマ戻し再生等された状態で表示される。
【００５４】
このようにしてこのテレビジョン受像機１においては、ユーザがリモートコントローラ２
の「ポーズ」ボタンを押圧操作した瞬間から数分～数十分前までの映像について、Ｐｉｎ
Ｐ画面３０の子画面３２内において「早送り」、「早戻し」、「コマ送り」又は「コマ戻
し」等のトリックプレイを行うことができるようになされている。
【００５５】
さらにディスプレイ１５にこのようなＰｉｎＰ画面３０が表示された状態において、ユー
ザがリモートコントローラ２の「画面切替え」ボタンを押圧操作すると、これに応じた入
力受信信号Ｓ２がリモコン受光部３から制御部４に与えられ、当該入力受信信号Ｓ２に応
じたコマンドが制御部４から信号処理回路１２及びオーディオデコーダ回路１７に与えら
れる。
【００５６】
このとき信号処理回路１２は、このコマンドが与えられると、それまで親画面３１に表示
していた映像を子画面３２とし、かつそれまで子画面３２に表示していた映像を親画面３
１とする映像データを生成し、これを信号処理映像データＤ５としてグラフィック回路１
３に送出する。
【００５７】
またオーディオデコーダ回路１７は、かかるコマンドが与えられると、それまで選択して
いたユーザ視聴チャンネルの音声データＤ１１に代えて、タイムシフトモジュール部４０
から与えられる音声データＤ１５を選択し、これを選択音声データＤ７としてディジタル
／アナログ変換回路１８に出力する。
【００５８】
この結果、図２について上述したＰｉｎＰ画面３０における親画面３１の映像と子画面３
２の映像とが切り替えられてディスプレイ１５に表示され、またこれと併せて当該親画面
３１に切り替えられた映像に対応する音声がスピーカ１９から出力される。なおこの場合
にあっても、子画面３２に表示されたユーザ視聴チャンネルの映像はリアルタイムで進行
するよう表示される。
【００５９】
そしてこの状態において、さらにユーザがリモートコントローラ２の「早送り」ボタン、
「早戻し」ボタン、「コマ送り」ボタン又は「コマ戻し」ボタン等を押圧操作すると、こ
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れに応じた入力受信信号Ｓ２がリモコン受光部３から制御部４に与えられる。
【００６０】
そして制御部４は、かかる入力受信信号Ｓ２が与えられると、上述のように外部メモリ４
２に格納されているＤＶ映像データＤ１２（図３）に基づく映像をＰｉｎＰ画面３０の子
画面３２に表示させていたときと同様に信号処理回路１２及びタイムシフトモジュール部
４０等を制御する。
【００６１】
この結果、図２について上述したＰｉｎＰ画面３０における親画面３１内の映像がユーザ
によるリモートコントローラ２の「早送り」ボタン、「早戻し」ボタン、「コマ送り」ボ
タン又は「コマ戻し」ボタン等の押圧操作に応じて早送り再生、早戻し再生、コマ送り再
生又はコマ戻し再生等されるようにしてディスプレイ１５（図１）に表示され、当該親画
面３１内の映像に対応する音声がスピーカ１９（図１）から出力される。
【００６２】
このようにしてこのテレビジョン受像機１においては、ユーザがリモートコントローラ２
の「ポーズ」ボタンを押圧操作する数分～数十分前までの映像及び音声について、Ｐｉｎ
Ｐ画面３０の親画面３２においてもトリックプレイを行い得るようになされている。
【００６３】
なおこの実施の形態によるテレビジョン受像機１の場合、タイムシフトモジュール部４０
のメモリコントローラ４６（図３）は、図２（Ａ）について上述したＰｉｎＰ画面３０を
ディスプレイ１５（図１）に表示されているときも、ＤＶコーディク部４５から順次供給
されるＤＶフォーマット化されたユーザ視聴チャンネルの映像データＤ１２及び音声デー
タＤ１３をＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに順次更新しながら書き込むようになされている。
【００６４】
そして制御部４は、ディスプレイ１５にＰｉｎＰ画面３０が表示されている状態において
、ユーザがリモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押圧操作することにより、これ
に応じた入力受信信号Ｓ２がリモコン受光部３から与えられた場合にも、上述の場合と同
様にトリックプレイモジュール部４０のメモリコントローラ４６及び読書き制御部５１や
、信号処理回路１２（図１）を制御する。
【００６５】
この結果、この場合にも図２について上述したように、ディスプレイ１５に表示されてい
たＰｉｎＰ画面３０の子画面３２内に、ユーザがリモートコントローラ２の「ポーズ」ボ
タンを押圧操作した瞬間のユーザ視聴チャンネルの静止画像が表示され、このときＳＤＲ
ＡＭ４１Ａ～４１Ｈに格納されていたＤＶ映像データＳ１２及びＤＶ音声データＤ１３が
外部メモリ４２に格納される。
【００６６】
そしてこの状態において、さらにユーザがリモートコントローラ２の「早送り」ボタン、
「早戻し」ボタン、「コマ送り」ボタン又は「コマ戻し」ボタン等を押圧操作すると、こ
れに応じた入力受信信号Ｓ２がリモコン受光部３（図１）から制御部４に与えられる。
【００６７】
そして制御部４は、かかる入力受信信号Ｓ２が与えられると、上述と同様に信号処理回路
１２やタイムシフトモジュール部４０等を制御することにより、図２について上述したＰ
ｉｎＰ画面３０における子画面３２内の映像がユーザによるリモートコントローラ２の「
早送り」ボタン、「早戻し」ボタン、「コマ送り」ボタン又は「コマ戻し」ボタン等の押
圧操作に応じて早送り再生、早戻し再生、コマ送り再生又はコマ戻し再生等されるように
表示させる。
【００６８】
このようにしてこのテレビジョン受像機１においては、トリックプレイが行われている場
合にあっても、リモートコントローラ２における「ポーズ」ボタンの押圧操作に応じて、
常にユーザ視聴チャンネルにおけるユーザが所望するシーンをＰｉｎＰ画面３０（図２）
で表示し得るようになされている。
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【００６９】
またこの実施の形態によるテレビジョン受像機１の場合、タイムシフトモジュール部４０
におけるＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７及びＩＥＥＥ１３９４インターフェー
ス部５０間における通信を、著作権保護のための通信方式であるＤＴＰＣ（Digital Tran
smission Content Protection）方式で行うようになされている。
【００７０】
具体的には、ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７は、メモリコントローラ４６から
与えられるＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈから読み出されたＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音
声データＤ１３を相手側のＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０に送信するに際して
、当該ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０の認証を行い、認証できたときにＤＶ映
像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を暗号化して複製制御情報（「コピー禁止」、
「１世代コピー可」又は「コピー可」）と共に当該ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部
５０に送信する。
【００７１】
この結果、この暗号化されたＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３がそのまま
ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０を介してその複製制御情報と共に読書き制御部
５１に与えられ、これらＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３が暗号化された
まま複製制御情報と共に外部メモリ４２に格納される。
【００７２】
またこの外部メモリ４２に格納されたＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を
利用した上述のトリックプレイ時には、読書き制御部５１により当該外部メモリ４２から
ＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３が読み出され、これがＩＥＥＥ１３９４
インターフェース部５０に与えられる。
【００７３】
そしてＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０は、供給されるＤＶ映像データＤ１２及
びＤＶ音声データＤ１３を相手側のＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７に送信する
に際して当該ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７の認証を行い、認証できたときに
このＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３をそのままＩＥＥＥ１３９４シリア
ルバス４８を介してＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７に送信する。
【００７４】
かくしてＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７は、供給されるＤＶ映像データＤ１２
及びＤＶ音声データＤ１３の暗号を解除し、この暗号が解除されたＤＶ映像データＤ１２
及びＤＶ音声データＤ１３をＤＶコーディク部４５に送出する。
【００７５】
このようにこのテレビジョン受像機１においては、タイムシフトモジュール部４０内のＩ
ＥＥＥ１３９４インターフェース部４７及びＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０間
における通信方式としてＤＴＰＣ（Digital Transmission Content Protection）方式を
採用し、ＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３をこれに準拠したフォーマット
で外部メモリ４２に格納することで、当該外部メモリ４２がテレビジョン受像機１から取
り出されて他の映像機器に使用された場合においても、当該外部メモリ４２に書き込まれ
たＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３が不正コピー等されるのを未然かつ有
効に防止し得るようになされている。
【００７６】
さらにこの実施の形態によるテレビジョン受像機１の場合、図３に示すように、タイムシ
フトモジュール部４０のＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７は、当該テレビジョン
受像機１の正面又は背面側に配設された外部入力端子５２Ａ、５２Ｂと接続されており、
これにより当該外部入力端子５２Ａ、５２Ｂに接続されたＤＶカムコーダ等の外部映像機
器から与えられるＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音声データＤ２１をタイムシフトモジュ
ール部４０に取り込み得るようになされている。
【００７７】
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そしてこの外部映像機器から与えられたＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音声データＤ２１
は、ＩＥＥＥ１３９インターフェース部４７を介してＤＶコーディク部４５に与えられ、
当該ＤＶコーディク部４５においてそれぞれＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマットの映像データ
Ｄ１４及びＰＣＭフォーマットの音声データＤ１５に変換された後、それぞれ信号処理回
路１２（図１）及びオーディオデコーダ回路１７（図１）に送出される。
【００７８】
このとき制御部４は、ユーザがリモートコントローラ２を操作して入力モードとして「ビ
デオ入力モード」を選択することにより、これに対応した入力受信信号Ｓ２がリモコン受
光部３から与えられると、これに応じて信号処理回路１２及びオーディオデコーダ回路１
７を制御する。
【００７９】
かくしてこのとき信号処理回路１２は、このタイムシフトモジュール部４０から与えられ
る映像データＤ１４を選択し、当該映像データＤ１４に対して所定の信号処理を施した後
に、これを信号処理映像データＤ５（図１）としてグラフィック回路１３（図１）に送出
する。この結果、この信号処理映像データＤ５に基づく映像がディスプレイ１５に表示さ
れる。
【００８０】
またこのときオーディオデコーダ回路１７は、このタイムシフトモジュール部４０から与
えられる映像データＤ１４を選択し、これを選択音声データＤ７としてディジタル／アナ
ログ変換回路１８に送出する。この結果、この選択音声データＤ７に基づく音声がスピー
カ１９から出力される。
【００８１】
一方、この際図３に示すトリックプレイモジュール部４０では、かかる外部入力端子５２
Ａ、５２Ｂを介して外部映像機器から与えられたＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音声デー
タＤ２１がＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７を介してメモリコントローラ４６に
も与えられる。そしてメモリコントローラ４６は、このＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音
声データＤ２１を、上述したＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３のときと同
様にして、順次更新しながらＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに格納する。
【００８２】
かくしてこの状態において、ユーザがリモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押圧
操作すると、上述したユーザが所望するテレビジョン放送を視聴していた場合と同様にし
て、当該ユーザがリモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押圧操作した瞬間の静止
画像を子画面３２とし、外部映像機器からのＤＶ映像データＤ２０に基づくリアルタイム
の映像を親画面３１とするＰｉｎＰ画面３０がディスプレイ１５（図１）に表示される。
またこれと併せて、そのときＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに保持されていた当該外部映像機
器からのＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音声データＤ２１が外部メモリ４２に格納される
。
【００８３】
そしてこの状態において、さらにユーザがリモートコントローラ２の「早送り」ボタン、
「早戻し」ボタン、「コマ送り」ボタン又は「コマ戻し」ボタン等を押圧操作すると、上
述したユーザが所望するテレビジョン放送を視聴していた場合と同様にして、ＰｉｎＰ画
面３０（図２）における子画面３２（図２）内の映像がユーザによるリモートコントロー
ラ２の「早送り」ボタン、「早戻し」ボタン、「コマ送り」ボタン又は「コマ戻し」ボタ
ン等の押圧操作に応じて早送り再生、早戻し再生、コマ送り再生又はコマ戻し再生等され
る。
【００８４】
また、ディスプレイ１５にこのようなＰｉｎＰ画面３０がディスプレイ１５に表示された
状態において、ユーザがリモートコントローラ２の「画面切替え」ボタンを押圧操作する
と、上述したユーザが所望するテレビジョン放送を視聴していた場合と同様にして、Ｐｉ
ｎＰ画面３０における親画面３１の映像と子画面３２の映像とが切り替えられてディスプ
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レイ１５に表示され、またこれと併せて当該親画面３１に切り替えられた映像に対応する
音声がスピーカ１９（図１）から出力される。
【００８５】
このようにしてこのテレビジョン受像機１においては、テレビジョン放送を視聴している
ときのみならず、ユーザが外部映像機器から与えられるＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音
声データＤ２１に基づく映像音声を視聴している場合にも、かかるトリックプレイを行う
ことができるようになされている。
【００８６】
（２）トリックプレイ表示機能に関する制御部４の処理内容
ここで制御部４は、図４に示すトリックプレイ表示処理手順ＲＴ１に従って信号処理回路
１２（図１）、オーディオデコーダ回路１７（図１）及びタイムシフトモジュール部４０
を制御することにより、ユーザがテレビジョン放送を視聴しているときの上述のようなト
リックプレイをテレビジョン受像機１に行わせる。
【００８７】
すなわち制御部４は、このテレビジョン受像機１の電源が投入されるとこのトリックプレ
イ表示処理手順ＲＴ１をステップＳＰ０において開始し、続くステップＳＰ１において、
リモコン受光部３（図１）から与えられる入力受信信号Ｓ２に基づいて、リモートコント
ローラ２の「ポーズ」ボタンが押圧操作されたか否かを判断する。
【００８８】
そして制御部４は、このステップＳＰ１において否定結果を得ると、ステップＳＰ２に進
んでタイムシフトモジュール部４０のＤＶコーディク部４５（図３）を制御することによ
り、当該ＤＶコーディク部４５に与えられるユーザ視聴チャンネルの映像データＤ１０及
び音声データＤ１１をＤＶフォーマットに変換させる。
【００８９】
また制御部４は、この後ステップＳＰ３に進んで８つのＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈ（図３
）へのＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３の書き込みが一巡したか否か、す
なわち８つのＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈの記憶領域をまとめて１つの一連の記憶領域とし
た場合の当該記憶領域における先頭アドレスから最終アドレスまでＤＶ映像データＤ１２
及びＤＶ音声データＤ１３を記憶し終えたか否かを判断する。
【００９０】
そして制御部４は、このステップＳＰ３において否定結果を得ると、ステップＳＰ４に進
んで、ＤＶコーディク部からメモリコントローラに与えられるＤＶ映像データ及びＤＶ音
声データを引続きＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに順次書き込ませるように当該メモリコント
ローラ４６（図３）を制御した後ステップＳＰ１に戻る。
【００９１】
これに対して制御部４は、ステップＳＰ３において肯定結果を得ると、ステップＳＰ５に
進んで、ＤＶコーディク部４５からメモリコントローラ４６に与えられるＤＶ映像データ
Ｄ１２及びＤＶ音声データＤ１３を、８つのＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈの記憶領域をまと
めて１つの一連の記憶領域とした場合の当該記憶領域における先頭アドレスから書き込み
始めるようにメモリコントローラ４６を制御した後ステップＳＰ１に戻る。
【００９２】
そして制御部４は、この後ユーザによりリモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンが押
圧操作されることによりステップＳＰ１において肯定結果を得るまでステップＳＰ１～ス
テップＳＰ５を繰り返す。これにより制御部４は、ユーザ視聴チャンネルのＤＶ映像デー
タＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を、上述のようにタイムシフトモジュール部４０のＳ
ＤＲＡＭ４１Ａに順次更新させながら保持させる。
【００９３】
一方、制御部４は、やがてステップＳＰ１において肯定結果を得ると、ステップＳＰ６に
進んで、図５及び図６に示すタイムシフト表示割込み処理手順ＲＴ２をステップＳＰ１０
において開始する。
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【００９４】
そして制御部４は、続くステップＳＰ１１において、図３に示すタイムシフトモジュール
部４０のメモリコントローラ４６を制御することにより、ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈへの
ＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３の書き込みを中止させる。
【００９５】
また制御部４は、続くステップＳＰ１２において、メモリコントローラ４６及びＤＶコー
ディク部４５を制御して、最後にＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに書き込んだ１フレーム分の
ＤＶ映像データＤ１２をＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈから読み出させ、これをＤＶコーディ
ク部４５においてＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマットの映像データＤ１４に変換させて信号処
理回路１２（図１）に送出させる。
【００９６】
さらに制御部４は、これと併せて信号処理回路１２を制御することにより、ユーザ視聴チ
ャンネルの映像データＤ１０（図１）に基づく映像を親画面３１（図２）とし、タイムシ
フトモジュール部４０から与えられる１フレーム分の映像データＤ１４（図１）に基づく
映像（静止画像）を子画面３２（図２）とする信号処理映像データＤ５（図１）を生成さ
せ、これをグラフィック回路１３に送出させる。これにより制御部４は、ユーザがリモー
トコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押圧操作したタイミングのユーザ視聴チャンネル
の映像をＰｉｎＰ画面３０（図２）の子画面３２内に静止画像として表示させる。
【００９７】
続いて制御部４は、ステップＳＰ１３に進んで、タイムシフトモジュール部４０のメモリ
コントローラ４６を制御することにより、ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに格納されたＤＶ映
像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を、ＳＲＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈにおける最後の
１フレーム分のＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３が書き込まれたアドレス
の次のアドレス位置から順番に読み出させ、これをＩＥＥＥ１３９４インターフェース部
４７に送出させる。
【００９８】
また制御部４０は、これと併せてタイムシフトモジュール部４０の読書き制御部５１を制
御することにより、かかるＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７からＩＥＥＥ１３９
４シリアルバス４８を介して当該読書き制御部５１に与えられるＤＶ映像データＤ１２及
びＤＶ音声データＤ１３を、外部メモリ４２における先行するＤＶ映像データＤ１２及び
ＤＶ音声データＤ１３の書き込みの際に最後の１フレーム分のＤＶ映像データＤ１２及び
ＤＶ音声データＤ１３を書き込んだアドレスの次のアドレス位置から順番に書き込ませる
。
【００９９】
また制御部４は、この後ステップＳＰ１４に進んで、ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに保持さ
れた全てのＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を読書き制御部５１に転送し
終えたか否かを判断する。
【０１００】
そして制御部４は、このステップＳＰ１４において否定結果を得ると、ステップＳＰ１５
に進んで、自己の動作モードをユーザがリモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンを押
圧操作してもこれを受け付けない動作モード（以下、これを「ポーズ」ボタン受付禁止モ
ードと呼ぶ）に設定した後ステップＳＰ１３に戻り、この後ステップＳＰ１４において肯
定結果を得るまで、ステップＳＰ１３－ＳＰ１４－ＳＰ１５－ＳＰ１３のループを繰り返
す。
【０１０１】
そして制御部４は、やがてＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに格納された全てのＤＶ映像データ
Ｄ１２及びＤＶ音声データＤ１３を読書き制御部５１に転送し終えることによりステップ
ＳＰ１４において肯定結果を得ると、ステップＳＰ１６に進んで、「ポーズ」ボタン受付
禁止モードを解除して、自己の動作モードをユーザがリモートコントローラ２の「ポーズ
」ボタンを押圧操作したときにこれを受け付ける動作モードに設定し直す。
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【０１０２】
次いで制御部４は、ステップＳＰ１７に進んで、メモリコントローラ４６を制御すること
により、ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１ＨへのＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３
の書き込みを、当該ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１ＨにおけるステップＳＰ１１において最後の
１フレーム分のＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を書き込んだアドレスの
次のアドレス位置から再開させる。
【０１０３】
そして制御部４は、この後リモコン受光部３から与えられる入力受信信号Ｓ２に基づいて
、ステップＳＰ１８、ステップＳＰ２０、ステップＳＰ２２及びステップＳＰ２４におい
て、リモートコントローラ２の「早送り」ボタン若しくは「早戻し」ボタンが押圧操作さ
れたか否か、リモートコントローラ２の「スロー再生」ボタン若しくは「逆スロー再生」
ボタンが押圧操作されたか否か、リモートコントローラ２の「コマ送り」ボタン若しくは
「コマ戻し」ボタンが押圧操作されたか否か、リモートコントローラ２の「１倍速再生」
ボタン若しくは「１倍速逆再生」ボタンが押圧操作されたか否かを順次判断する。
【０１０４】
そして制御部４は、これらステップＳＰ１８、ステップＳＰ２０、ステップＳＰ２２又は
ステップＳＰ２４において肯定結果を得た場合には、それぞれこれに続くステップＳＰ１
９、ステップＳＰ２１、ステップＳＰ２３又はステップＳＰ２５において読書き制御部５
１を制御することにより、ＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を対応する読
出しモードで外部メモリ４２から読み出させる。
【０１０５】
この結果この外部メモリ４２から読み出されたＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データ
Ｄ１３がＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０、ＩＥＥＥ１３９４シリアルバス４８
及びＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７を順次介してＤＶコーディク部４５に与え
られ、当該ＤＶコーディク部４５においてＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマットの映像データＤ
１４及びＰＣＭフォーマットの音声データＤ１５に変換される。
【０１０６】
さらに制御部４は、これと併せて信号処理回路１２を制御することにより所定の信号処理
を実行させ、これによりディスプレイ１５に表示されたＰｉｎＰ画面３０における子画面
３２内に、かかるＤＶコーディク部４５から出力されるＩＴＵ－Ｒ６５６フォーマットの
映像データＤ１４に基づく映像を表示させる。
【０１０７】
さらに制御部４は、この後ステップＳＰ２６に進み、リモコン受光部３から与えられる入
力受信信号Ｓ２に基づいて、リモートコントローラ２の「画面切替え」ボタンが押圧操作
されたか否かを判断する。
【０１０８】
そして制御部４は、このステップＳＰ２６において肯定結果を得ると、ステップＳＰ２７
に進んで信号処理回路１２を制御し、ディスプレイ１５に表示されたＰｉｎＰ画面３０に
おける親画面３１と子画面３２の各映像を切り替えるための信号処理を実行させる一方、
オーディオデコーダ回路１７を制御してタイムシフトモジュール部４０から出力される音
声データＤ１５を選択させてディジタル／アナログ変換回路１８に送出させる。
【０１０９】
このようにして制御部４は、ステップＳＰ２６において肯定結果を得ると、外部メモリ４
２に格納されたＤＶ映像データＤ１２に基づく映像を親画面３１として表示させ、かつ外
部メモリ４２に格納されたＤＶ音声データＤ１３に基づく音声をスピーカ１５から出力さ
せる。そして制御部４は、この後ステップＳＰ２８に進む。
【０１１０】
これに対して制御部４は、ステップＳＰ２６において否定結果を得ると直ちにステップＳ
Ｐ２８に進む。
【０１１１】
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そして制御部４は、ステップＳＰ２８に進むと、リモコン受光部３から与えられる入力受
信信号Ｓ２に基づいて、リモートコントローラ２の「２画面表示終了」ボタンが押圧操作
されたか否かを判断する。
【０１１２】
そして制御部４は、このステップＳＰ２８において否定結果を得ると、ステップＳＰ１８
に戻り、この後このステップＳＰ２８において肯定結果を得るまでステップＳＰ１８～ス
テップＳＰ２８－ＳＰ１８のループを繰り返す。
【０１１３】
そして制御部４は、やがてユーザがリモートコントローラ２の「２画面表示終了」ボタン
を押圧操作することによりこのステップＳＰ２８において肯定結果を得ると、ステップＳ
Ｐ２９に進んでこのタイムシフト表示割込み処理手順ＲＴ２を終了してトリックプレイ表
示処理手順ＲＴ１（図４）のステップＳＰ１に戻る。
【０１１４】
このようにして制御部４は、ユーザがテレビジョン放送を視聴しているときに、当該ユー
ザのリモートコントローラ２の操作に応じたトリックプレイをテレビジョン受像機１に実
行させる。
【０１１５】
（３）本実施の形態の動作及び効果
以上の構成において、このテレビジョン受像機１は、ユーザが視聴しているテレビジョン
放送の映像データＤ１０及び音声データＤ１１や、ユーザがその映像音声を視聴している
場合の外部映像機器から与えられたＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音声データＤ２１をタ
イムシフトモジュール部４０のＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈにその瞬間から直前の数分～数
十分分だけ順次更新しながら保持する。
【０１１６】
そしてテレビジョン受像機１は、リモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンが押圧操作
されると、このＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに保持したＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及び
ＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１をスロット４３（図３）に装填された外部メモリ４２に格
納し、この後ユーザのリモートコントローラ２の操作に応じて、当該外部メモリ４２に格
納したＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１に基づく映像を
「早送り」、「早戻し」、「コマ送り」、「コマ戻し」等させながら表示する。
【０１１７】
従って、このテレビジョン受像機１では、ユーザが視聴している映像音声を順次外部メモ
リ４２に蓄積させることができ、さらにこの蓄積させた映像音声をユーザが自在に「早送
り」、「早戻し」、「コマ送り」又は「コマ戻し」等させながら表示させることができる
ため、リプレイ表示される映像の中から当該ユーザが所望するシーン等を容易かつ自在に
検索することができる。
【０１１８】
この場合において、ユーザが視聴しているテレビジョン放送の映像データＤ１０及び音声
データＤ１１や、ユーザが視聴している外部映像機器から与えられたＤＶ映像データＤ２
０及びＤＶ音声データＤ２１を、タイムシフトモジュール部４０のＳＤＲＡＭ４１Ａ～４
１Ｈを介在させずに外部メモリ４２に順次更新しながら直接格納することにより、当該外
部メモリ４２において保持するようにすることも考えられるが、外部メモリ４２として用
いられるフラッシュメモリは書込み可能回数が１０万回程度と少なく、かかる方法は実用
的ではない。
【０１１９】
従って、このテレビジョン受像機１のように、書込み可能回数がフラッシュメモリに比し
て格段的に多いＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈを用いて、通常時はユーザ視聴チャンネル等の
ＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１を順次更新しながらＳ
ＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈにおいて保持し、リモートコントローラ２の「ポーズ」ボタンが
押圧操作されたときにのみ、当該ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈがそのとき保持しているＤＶ
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映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１を外部メモリ４２に格納す
るようにすることによって、ユーザが外部メモリ４２の書込み回数制限を意識することな
く、ユーザが所望する映像音声のアーカイブを外部メモリ４２に構築することができる。
【０１２０】
またこのようにＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈを介在させることによって、図２について上述
したＰｉｎＰ画面３０の表示時において、ユーザが視聴しているテレビジョン放送の映像
データＤ１０及び音声データＤ１１や、ユーザが視聴している外部映像機器から与えられ
たＤＶ映像データＤ２０及びＤＶ音声データＤ２１のＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈへの書き
込みを再開した場合にあっても、トリックプレイ中の映像音声のＤＶ映像データＤ１２、
Ｄ２０及び音声データＤ１３、Ｄ２１が上書きされてなくなるという事態の発生を未然か
つ有効に防止することができる。
【０１２１】
さらにこのテレビジョン受像機１のように、外部メモリ４２を利用することによって、ユ
ーザの所望する映像音声を外部に持ち出すことが可能となり、さらには外部メモリ４２を
記憶容量の大きいもの又は小さいものに交換等することによって、内蔵されたＳＤＲＡＭ
４１Ａ～４１Ｈの記憶容量に拘わりなく、かかるユーザの所望する映像音声のアーカイブ
の容量を当該ユーザが自在に増減させることができる。
【０１２２】
以上の構成によれば、ユーザが視聴しているテレビジョン放送等のＤＶ映像データＤ１２
、Ｄ２０及び音声データＤ１３、Ｄ２１をタイムシフトモジュール部４０のＳＤＲＡＭ４
１Ａ～４１Ｈにおいて数分～数十分分だけ順次更新しながら保持し、必要時にのみ当該Ｄ
Ｖ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１を外部メモリ４２に格納
して、当該外部メモリ４２に格納されたＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声デー
タＤ１３、Ｄ２１を用いてトリックプレイ表示を行うようにしたことにより、ユーザが所
望する映像音声のアーカイブを外部メモリ４２に構築し、さらにこれを外部に自在に持ち
出すことができ、かくして機能性を格段的に向上させ得るテレビジョン受像機を実現でき
る。
【０１２３】
（４）他の実施の形態
なお上述の実施の形態においては、本発明をテレビジョン受像機１に適用した場合につい
て述べたが、本発明はこれに限らず、例えばテレビジョン放送の受信機能を有さないモニ
タ等の他の映像表示装置に広く適用することができる。この場合には、この映像表示装置
に図３と同様のタイムシフトモジュール部を設け、据置き型のビデオテープレコーダやＤ
Ｖカムコーダ等の外部映像機器から与えられる映像情報及び音声情報に基づく映像データ
及び音声データを当該タイムシフトモジュール部内のＳＤＲＡＭに順次格納するように当
該映像表示装置を構築すれば良い。
【０１２４】
また上述の実施の形態においては、ユーザが視聴しているテレビジョン放送等の現在から
数分～数十分前までの映像音声についてトリックプレイを行い得るようにした場合につい
て述べたが、本発明はこれに限らず、他の映像音声機器によりＤＶ映像データ及びＤＶ音
声データが同様に格納された外部メモリ４２がタイムシフトモジュール部４０のスロット
４３（図３）に装填された場合に、当該外部メモリ４２に格納されたＤＶ映像データ及び
ＤＶ音声データを利用して上述のようなトリックプレイを行い得るようにテレビジョン受
像機１を構築するようにしても良い。
【０１２５】
さらに上述の実施の形態においては、タイムシフトモジュール部４０内においてユーザ視
聴チャンネルのＤＶ映像データＤ１２及びＤＶ音声データＤ１３を順次更新しながら一時
記憶する記憶手段としてそれぞれ128〔Mbit〕の記憶容量をもつ８つのＳＤＲＡＭ４１Ａ
～４１Ｈを適用するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、各ＳＤＲ
ＡＭ４１Ａ～４１Ｈの記憶容量は128〔Mbit〕でなくても良く、またＳＤＲＡＭ４１Ａ～
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４１Ｈの数も８つ出なくても良く、さらに当該記憶手段としてＳＤＲＡＭ以外の記憶媒体
を適用するようにしても良い。
【０１２６】
さらに上述の実施の形態においては、ユーザ視聴チャンネルの映像データＤ１０及び音声
データＤ１１をＤＶフォーマットで圧縮してＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに一時記憶させる
ようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、圧縮フォーマットとしてはこ
の他ＭＰＥＧ（ＭＰＥＧ１～ＭＰＥＧ４）フォーマット等の他の圧縮フォーマットを広く
適用することができる。
【０１２７】
さらに上述の実施の形態においては、ＤＴＰＣ方式を採用することで外部メモリ４２に格
納されたＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１の著作権保護
を図るようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、ＤＴＰＣ方式以外の著
作権保護のための方式を広く適用することができる。要は、ＳＤＲＡＭ４１Ａ～４１Ｈに
保持されたＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１を、所定の
著作権保護方式に準拠した通信方式で外部メモリ４２に送信し、及び又は当該著作権保護
方式に準拠したフォーマットで外部メモリ４２に書き込むようにすれば良い。
【０１２８】
さらに上述の実施の形態においては、ユーザの所望する映像音声のアーカイブを構築する
外部記憶媒体としてメモリ（外部メモリ４２）を適用するようにした場合について述べた
が、本発明はこれに限らず、メモリ以外の例えば可搬型のハードディスク等のこの他種々
の外部記憶媒体を広く適用することができる。
【０１２９】
この場合において、例えば外部記憶媒体としてハードディスクを適用する場合には、ＤＴ
ＣＰ方式で暗号化されたＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２
１の当該暗号をＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０において一度解除し、トリック
プレイに必要な情報を別途記録し、その上でＣ２（Cryptomeria Cipher）暗号やトリプル
ＤＥＳ（Data Encryption Standard）などの方式によりローカル暗号化してハードディス
クに記録するようにする。またこのＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ
１３、Ｄ２１の読み出しの際には、ローカル暗号を解除しトリックプレイに適応させたデ
ータストリームを構成してから当該データストリームをＩＥＥＥ１３９４インターフェー
ス部５０においてＤＴＣＰ方式で暗号化してＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７に
送信し、当該ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７においてＤＴＣＰ方式の暗号を解
除するようにすれば良い。
【０１３０】
さらに上述の実施の形態においては、外部メモリ４２に関する情報を何らディスプレイ１
５に表示しない場合について述べたが、本発明はこれに限らず、例えば外部メモリ４２に
ＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１を書き込む際や、トリ
ックプレイ中に外部メモリ４２の記憶残量や、外部メモリ４２におけるトリックプレイを
行っている部位の再生位置等の外部メモリ４２に関する各種情報をディスプレイ１５に表
示させるようにしても良い。
【０１３１】
さらに上述の実施の形態においては、映像を表示する表示手段がＣＲＴである場合につい
て述べたが、本発明はこれに限らず、液晶パネルやプラズマディスプレイ等の映像を表示
し得るこの他種々の表示手段を広く適用することができる。
【０１３２】
さらに上述の実施の形態においては、タイムシフトモジュール部４０において、ＳＤＲＡ
Ｍ４１Ａ～４１Ｈに一時記憶されたＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ
１３、Ｄ２１を外部メモリ４２に書き込むと共に、これを必要時に読み出す読書き手段を
、メモリコントローラ４６、ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部４７、ＩＥＥＥ１３９
４シリアルバス４８、ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部５０、読書き制御部５１及び
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スロット４３により構成するようにした場合について述べたが、本発明はこれに限らず、
この他種々の構成を広く適用することができる。
【０１３３】
さらに上述の実施の形態においては、タイムシフトモジュール部４０のＳＤＲＡＭ４１Ａ
～４１Ｈに一時記憶されたＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ
２１を外部メモリ４２に書き込ませるための第１の外部操作が、リモートコントローラ２
の「ポーズ」ボタンの押圧操作であり、外部メモリ４２に書き込まれたＤＶ映像データＤ
１２、Ｄ２０及びＤＶ音声データＤ１３、Ｄ２１を読み出すための第２の外部操作が、リ
モートコントローラ２の「早送り」ボタン等の押圧操作である場合について述べたが、本
発明はこれに限らず、これら第１及び第２の外部操作として、他の操作を適用するように
しても良い。
【０１３４】
さらに上述の実施の形態においては、外部メモリ４２から読み出されたＤＶ映像データＤ
１２、Ｄ２０に基づく映像をディスプレイ１５に表示させる表示制御手段として、このテ
レビジョン受像機１全体の動作制御を司る制御部４を適用するようにした場合について述
べたが、本発明はこれに限らず、当該機能を有する回路ブロックを制御部４と別個に設け
るようにしても良い。
【０１３５】
さらに上述の実施の形態においては、ユーザ視聴チャンネル等の映像と、外部メモリ４２
から読み出されたＤＶ映像データＤ１２、Ｄ２０に基づく映像とを図２について上述した
ＰｉｎＰ画面３０という形態で表示するようにした場合について述べたが、本発明はこれ
に限らず、これらを重ねることなく並べてＰ&Ｐ（Picture and Picture）表示するように
しても良く、これらの映像の表示形式としてはこの他種々の表示形式を広く適用すること
ができる。
【０１３６】
さらに上述の実施の形態においては、テレビジョン受像機１がリプレイ表示した映像につ
いてトリックプレイとして、「早送り」再生、「早戻し」再生、「コマ送り」再生、「コ
マ戻し」再生、「スロー再生」、「スロー逆再生」等を行い得るようにした場合について
述べたが、本発明はこれに限らず、例えば「２倍速再生」及び「２倍速逆再生」など、こ
れ以外のこの他種々のトリックプレイを行い得るようにしても良い。
【０１３７】
【発明の効果】
　上述のように本発明によれば、映像表示装置において、映像表示装置において、外部か
ら入力された映像データに基づく映像を表示する表示手段と、データを高速に読み出し可
能な揮発性メモリからなり、表示手段により映像データに基づく映像が表示されるのと同
時並行に、外部から入力された当該映像データを順次更新しながら一時記憶する第１の記
憶手段と、データを高速に書き込み可能で第１の記憶手段よりも書込み可能回数が少ない
不揮発性メモリからなり、第１の記憶手段から映像データが読み出された場合に、読み出
された当該映像データを記憶する第２の記憶手段と、第１の記憶手段に一時記憶された映
像データに基づく映像の表示の開始を示す所定の第１の外部操作に応じ、第１の記憶手段
への映像データの一時記憶を中止して、当該第１の記憶手段に一時記憶された映像データ
を読み出して第２の記憶手段に書き込んで記憶させると共に、第１の記憶手段からの映像
データの読み出しが完了すると、外部から入力された映像データを順次更新しながら一時
記憶することを再開させる制御手段と、制御手段により第２の記憶手段から読み出された
映像データに基づく映像を表示手段に表示させる表示制御手段とを設け、制御手段は、第
２の記憶手段に記憶された映像データに基づく映像を表示させる所定の第２の外部操作に
応じ、第２の記憶手段に記憶した映像データを読み出すようにしたことにより、外部から
入力された映像データに基づく映像を表示しながら、第１の記憶手段に一時記憶した映像
データをユーザに提供するとき、映像データを第１の記憶手段から第２の記憶手段に高速
転送してからこの第２の記憶手段に記憶している映像データをユーザに提供することで、
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映像データを高速転送するのに要する僅かな時間を除いて、外部から入力された映像デー
タをこの第１の記憶手段に一時記憶させ続けることができると共に、第１の外部操作が行
われたときにのみ第２の記憶手段に対して映像データを記憶することで、外部から入力さ
れた映像データを第２の記憶手段に直接書き込んで記憶させる場合に比してこの第２の記
憶手段への書き込み回数を大幅に低減することができ、その結果、一時記憶用の記憶手段
をわざわざ複数設けて同じ映像データをそれぞれに一時記憶させるような複雑な構成にし
たり、第２の記憶手段に対して外部から入力された映像データを直接記憶させて第２の記
憶手段の信頼性を低下させたりといったことなく、第２の記憶手段から読み出した映像デ
ータに基づく映像をユーザに表示させている間に外部から新たに入力された映像データを
第１の記憶手段に一時記憶して後にユーザに提供することができると共に、第２の記憶手
段に記憶している映像データの中からユーザが所望する部分を容易に提供することができ
、結果として映像データに基づく映像の視聴の機会を極力逃さないようにしながら、映像
データに基づく映像の再生、検索、編集及び保存の機会を提供することができ、かくして
簡易な構成で機能性及び信頼性を格段的に向上させ得る映像表示装置を実現できる。
【０１３８】
　また本発明によれば、映像表示方法において、外部から入力された映像データに基づく
映像を表示する第１のステップと、映像データに基づく映像を表示するのと同時並行に、
データを高速に読み出し可能な揮発性メモリからなる第１の記憶手段に対し、外部から入
力された映像データを順次更新しながら一時記憶する第２のステップと、第１の記憶手段
に一時記憶された映像データに基づく映像の表示の開始を示す所定の第１の外部操作に応
じ、第１の記憶手段への映像データの一時記憶を中止して当該第１の記憶手段に一時記憶
された映像データを読み出すと共に、データを高速に書き込み可能で第１の記憶手段より
も書込み可能回数が少ない不揮発性メモリからなる第２の記憶手段に対し、第１の記憶手
段から読出した映像データを書き込んで記憶させる第３のステップと、第１の記憶手段か
らの映像データの読み出しが完了すると、当該第１の記憶手段に対し、外部から入力され
た映像データを順次更新しながら一時記憶することを再開する第４のステップと、第２の
記憶手段に記憶された映像データに基づく映像を表示させる所定の第２の外部操作に応じ
、第２の記憶手段に記憶した映像データを読み出す第５のステップと、第２の記憶手段か
ら読み出した映像データに基づく映像を表示する第６のステップとを設けるようにしたこ
とにより、外部から入力された映像データに基づく映像を表示しながら、第１の記憶手段
に一時記憶した映像データをユーザに提供するとき、映像データを第１の記憶手段から第
２の記憶手段に高速転送してからこの第２の記憶手段に記憶している映像データをユーザ
に提供することで、映像データを高速転送するのに要する僅かな時間を除いて、外部から
入力された映像データをこの第１の記憶手段に一時記憶させ続けることができると共に、
第１の外部操作が行われたときにのみ第２の記憶手段に対して映像データを記憶すること
で、外部から入力された映像データを第２の記憶手段に直接書き込んで記憶させる場合に
比してこの第２の記憶手段への書き込み回数を大幅に低減することができ、その結果、一
時記憶用の記憶手段をわざわざ複数設けて同じ映像データをそれぞれに一時記憶させるよ
うな複雑な構成にしたり、第２の記憶手段に対して外部から入力された映像データを直接
記憶させて第２の記憶手段の信頼性を低下させたりといったことなく、第２の記憶手段か
ら読み出した映像データに基づく映像をユーザに表示させている間に外部から新たに入力
された映像データを第１の記憶手段に一時記憶して後にユーザに提供することができると
共に、第２の記憶手段に記憶している映像データの中からユーザが所望する部分を容易に
提供することができ、結果として映像データに基づく映像の視聴の機会を極力逃さないよ
うにしながら、映像データに基づく映像の再生、検索、編集及び保存の機会を提供するこ
とができ、かくして簡易な構成で機能性及び信頼性を格段的に向上させ得る映像表示方法
を実現できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本実施の形態によるテレビジョン受像機の構成を示すブロック図である。
【図２】本実施の形態によるトリックプレイの説明に供する略線図である。
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【図３】タイムシフトモジュール部の構成を示すブロック図である。
【図４】トリックプレイ表示処理手順を示すフローチャートである。
【図５】トリックプレイ表示割込み処理手順を示すフローチャートである。
【図６】トリックプレイ表示割込み処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
１……テレビジョン受像機、２……リモートコントローラ、４……制御部、１２……信号
処理回路、１５……ディスプレイ、１７……オーディオデコーダ回路、３０……ＰｉｎＰ
画面、３１……親画面、３２……子画面、４０……タイムシフトモジュール部、４１Ａ～
４１Ｈ……ＳＤＲＡＭ、４２……外部メモリ、４５……ＤＶコーディク部、４６……メモ
リコントローラ、４７、５０……ＩＥＥＥ１３９４インターフェース部、４８……ＩＥＥ
Ｅ１３９４シリアルバス、５２Ａ、５２Ｂ……外部入力端子、Ｓ２……入力受信信号、Ｄ
４、Ｄ８、Ｄ１０、Ｄ１４……映像データ、Ｄ２、Ｄ１１、Ｄ９……音声データ、Ｄ１２
、Ｄ２０……ＤＶ映像データ、Ｄ１３、Ｄ２１……ＤＶ音声データ。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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